会議資料１－１
今回の公職選挙法改正における変更点
１　選挙区を定める法規

（現　行）「郡」「市」が選挙区になることを公職選挙法で規定。

↓

（改正後）選挙区割りは、公職選挙法のルールに基づき、都道府県の条例で定める。

２　選挙区設定のルール
（１）「一般市」の区域　…　現行どおり（変更なし）。

（２）「町　村」の区域

　　（現　行）①　郡単位の選挙区設定（合区の際も、郡単位）

　　　　　　　②　郡は、配当基数＊が１以上の場合、合区不可
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　　（改正後）①　郡の区域にかかわらず、隣接する町村単位の選挙区設定（合区の際も町村単位）
ただし、改正後も、隣接していない町村を含む選挙区をそのまま維持することも可能

②　町村は、配当基数にかかわらず、隣接市町村と自由に合区可能

（３）「政令市」の区域

（現　行）選挙区は、行政区単位。配当基数が１以上の場合、合区不可

（改正後）２以上の選挙区を設ければ、配当基数にかかわらず、自由に合区可能

３　具体例（町村関係）

（１）「郡」の制約の撤廃
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(a)　現行は①Ａ市、②甲郡（Ｂ町・Ｃ町）、③Ｄ市、の３選挙区だったが、改正後は、町村単位で合区できるので、右のような区割りも可能に。
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(b)　 現行は①甲郡（Ａ村・Ｂ町・Ｃ町）、②乙郡（Ｄ町）、の２選挙区だったが、改正後は、町村単位で合区できるので、右のような区割りも可能に。

[image: image4.wmf]現　行

甲郡Ｂ町

(0.3)

甲郡Ｃ町

(1.0)

Ｘ選挙区

(2.7)

Ｄ市選挙区

(1.3)

甲郡選挙区

(1.4)

甲郡Ａ村(0.1)�

法改正後、可能

Ｄ市(1.3)�

（２）「配当基数」の制約の撤廃

現行は①甲郡（Ａ村・Ｂ町・Ｃ町）、②Ｄ市、の２選挙区だったが、改正後は、町村は配当基数にかかわらず合区できるので、右のような区割りも可能に。
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